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✧ フィリピン訪問記 No.１ 
 

【フィリピンと日本】 

 フィリピンは、環太平洋火山帯の西太平洋熱帯域に

位置する島嶼国です。島々の数は約 7千に及び、広さ

約 30 万 Km2、最高峰はミンダナオ島にあるアポ山の約

3千 mです。ピナツボ山やマヨン山に代表される火山

は約 300 あるとされています。人口も約１億人で、地

勢や人口的には、日本と極めて良く似ており、兄弟と

言っても良い国です。日本との距離も、先島諸島の波

照間島から、バシー海峡の南にあるフィリピン最北端

マヴディス（別名、ヤミ）島との距離は 400 ㎞弱しか

なく、正に隣人同士です。 
 
 首都のマニラは、首都圏に約 2千万人が住み、東京

と同じく人口集中が極端に進んだメガシティーで、高

層ビルが林立し多くの工事も行われ近代化が急ピッチ

で進められています。 

 

 

 

 しかし、激しい交通渋滞や頻発する都市型災害、さらに

は、未だ多くのスラム街があるなどの貧困問題等、発展途

上国として様々な課題をかかえていることも現実です。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 熱帯にあるフィリピンは、気候的には日本と大きな違いが

ありますが、共通の自然の驚異となっているのが台風です。

日本では年間 11 個が接近、３個が本土に上陸しますが、フィ

リピンでは 19 個が影響し 8～9個が上陸するなど、毎年大き

な被害をもたらしています。平成 25 年台風第 30 号（フィリ

ピン名：Yolanda（ヨランダ））による、8千名に及ぶ死者・行

方不明者等の未曽有の被害が記憶に新しいところです。この

ような台風被害を如何に軽減するかが大きな課題となってお

り、日本の気象庁や国際協力機構（JICA）等により防災や気

象業務での国際協力が長期にわたり行われてきています。 
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【気象観測・予報警報能力向上のための JICA プロジェクト】 

 当センターでは、国際協力機構（JICA）のプロジェクトと

して 2014 年 6 月から 2017 年 5 月にかけて「気象観測・予報・

警報能力向上プロジェクト(JICA Project for Enhancing 

Capacity on Weather Observation, Forecasting and Warning: 

J-POW Project)」を実施してきています。 

 この間、日本の気象庁に当たる「フィリピン大気・地球物

理・天文庁（Philippine Atmospheric, Geophysical and 

Astronomical Services Administration: PAGASA）」に多くの

専門家を派遣し、PAGASA 職員と緊密に連携して現地の要望を

取り入れつつ、技術支援を行ってきました。具体的には、気

象レーダー等の観測システムの運用技術、観測データの品質

管理やトレーサビリティー、予報・警報技術、学校教育等も

含めて普及啓発等、多くの分野にかかわる気象業務の能力向

上に向けて取り組みました。また、PAGASA 職員を日本にお招

きし、気象庁の協力も頂きつつ集中的な研修も行っています。これらにより、例えば、観測デー

タの品質向上や気温等の予報への客観的な技術の現業的な導入などの成果をあげてきました。 

 

J-POW プロジェクト調整会議 

 プロジェクトの締めくくりとして、2017 年 4 月

21 日に、PAGASA と JICA 共同による第 7回の J-POW

プロジェクト調整会議が開催されました。プロジ

ェクトの日本側実施担当である当センターととも

に、JICA 本部・フィリピン事務所、フィリピン側

では PAGASA のほか親官庁である科学技術省、市民

防衛局、海上保安庁等の関係機関が出席し、プロ

ジェクトの成果を両国で確認し、最後に PAGASA 長

官への成果伝達式が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （次号につづく） 

（理事長) 

 


